【印刷業】
職種：営業　　職務：印刷営業

【概要】

　自社で受注できる印刷物・サービスに関する商品知識を基に、既存顧客や新規見込み客に対して営業活動を行うことで部門の収益向上に直接寄与する職務をいう。ただし、「営業開発」の職務は含まない。

【仕事の内容】

　印刷物は受注生産型の商品であり不特定多数の企業や消費者が発注するものではないので、顧客は発注実績のある既存顧客と印刷物を発注する見込みのある顧客に大別される。

営業活動では、既存取引先の深耕のための効果的・効率的な訪問に加えて、新たな商品・サービスの提案営業や紙を媒体とした印刷物に留まらないマルチメディア対応が必要とされる。

　営業活動の過程においては、資金回収やクレーム処理及びその対策などアフターフォローも重要であり、業務の効率化という点から営業事務によるアシスタント業務も必要とされる。

【求められる経験・能力】

（1） 入職に際して、公的資格は必要とされない。経歴採用の際は、関連業界または市場動向の専門知識や人的ネットワークなどの実践的な職務遂行能力が問われる。

（2） 営業の仕事は顧客を直接相手とする仕事であることから、積極性や実行力、協調性やコミュニケーション力などの対人スキルが何よりも重要である。特に最近では提案営業・プレゼンテーション力や、顧客との信頼関係の構築とさらなる強化を行う能力などの重要性が増している。

（3） これからの印刷業の営業は、印刷物の受注に留まらず顧客に対して印刷物による販促効果のメリット提案などによる、いわゆる「創注」「造注」が期待されている。

【関連する資格・検定等】

· 印刷営業士、管理印刷営業士

· ＤＴＰエキスパート

· 印刷生産士
· ビジネス・キャリア制度（初級） 〔営業概要、消費者保護基礎〕

・ビジネス・キャリア制度（中級） 〔営業管理・営業体制、営業知識・営業技術〕

· ホワイトカラー職務能力評価試験（営業マネジメント部門）

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　３２７　商品仕入れ・販売外交員

２８１　営業・販売事務員

